
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
指
定
管
理
者
の
管
理
業
務
の
一
部
停
止 

（
消
費
生
活
・
文
化
課
）　

　

一

〇
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
指
定 

（
社
会
福
祉
課
）　

　

一

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　

　

二

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
二
件
） 

（
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

三

〇
土
地
改
良
区
の
管
理
規
程
の
変
更
の
認
可
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　

　

三

 
公

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了 

（
建
築
宅
地
課
）　

　
　

三

 
選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

四

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
三
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
の
業
務
の
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

公
の
施
設
の
名
称

　
　

宮
城
県
民
会
館

二　

指
定
管
理
者
の
名
称
等

　

１　

名
称

　
　
　

宮
城
県
民
会
館
管
理
運
営
共
同
企
業
体

　

２　

構
成
員
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　
　

財
団
法
人
宮
城
県
文
化
振
興
財
団　

仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
三
丁
目
三
番
七
号
宮
城
県
民
会
館
内

　
　
　

株
式
会
社
東
北
共
立　

仙
台
市
太
白
区
八
本
松
二
丁
目
十
番
十
一
号

　
　
　

陽
光
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
二
丁
目
三
番
七
号

三　

管
理
の
業
務
の
停
止
の
内
容

　

宮
城
県
民
会
館
の
管
理
の
業
務
の
う
ち
施
設
利
用
許
可
申
請
の
受
付
、
施
設
利
用
の
許
可
及
び
利
用
許
可
証
の
交

付
事
務
並
び
に
文
化
芸
術
活
動
の
た
め
の
施
設
の
提
供
に
関
す
る
業
務
の
停
止

四　

停
止
の
期
間

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
四
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
機
関
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定

し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

訪
問
介
護
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二　

通
所
介
護

三　

居
宅
介
護
支
援
事
業

四　

介
護
予
防
訪
問
介
護

五　

介
護
予
防
通
所
介
護

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
五
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

第2261号　平成23年６月３日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

事　

業　

所　

の　

名　

称

合
同
会
社
光
る
訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

東
松
島
市
大
曲
字
筒
場
五
十
九－

十
二

申

請

者

の

名

称

合
同
会
社
光
る
訪
問
介
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

東
松
島
市
大
曲
字
筒
場
五
十
九－

十
二

指

定

年

月

日

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

豊
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ア
コ
ー
ズ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
が
お

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

登
米
市
豊
里
町
新
田
町
四
十
一

大
崎
市
古
川
北
稲
葉
三
丁
目
六－

二
十
六

申

請

者

の

名

称

株
式
会
社
豊
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン

合
同
会
社
え
が
お

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
梅
の
木
二
丁
目
四
番
地
三

大
崎
市
古
川
北
稲
葉
三
丁
目
六－

二
十
六

指

定

年

月

日

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

ケ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
古
川

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

大
崎
市
古
川
穂
波
三
丁
目
七
番
六
十
号

申

請

者

の

名

称

ケ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
株
式
会
社

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
十
六
番
一
号

指

定

年

月

日

平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

合
同
会
社
光
る
訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

東
松
島
市
大
曲
字
筒
場
五
十
九－

十
二

申

請

者

の

名

称

合
同
会
社
光
る
訪
問
介
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

東
松
島
市
大
曲
字
筒
場
五
十
九－

十
二

指

定

年

月

日

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

事　

業　

所　

の　

名　

称

豊
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ア
コ
ー
ズ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
が
お

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

登
米
市
豊
里
町
新
田
町
四
十
一

大
崎
市
古
川
北
稲
葉
三
丁
目
六－

二
十
六

申

請

者

の

名

称

株
式
会
社
豊
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン

合
同
会
社
え
が
お

申　

請　

者　

の　

所　

在　

地

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
梅
の
木
二
丁
目
四
番
地
三

大
崎
市
古
川
北
稲
葉
三
丁
目
六－

二
十
六

指

定

年

月

日

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日



　
　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

水
源
の
か
ん
養

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

変
更
し
な
い
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
栗
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
六
号

　

黒
沢
尻
用
水
路
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
五
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
三
日

 

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

山　
　

田　
　

義　
　

輝　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
七
号

　

角
田
隈
東
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
七
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
三
日

 

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

山　
　

田　
　

義　
　

輝　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
八
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
五
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
黒
沢
尻
用
水
路

土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
猫
田
第
一
頭
首
工
の
管
理
規
程
の
変
更
を
次
の
と
お
り
平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
五
日
認
可

し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
三
日

 

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

山　
　

田　
　

義　
　

輝　
　
　

　
　
　

猫
田
第
一
頭
首
工
管
理
規
程
（
変
更
概
要
）

一　

取
水
・
放
流
及
び
ゲ
ー
ト
の
操
作
に
関
す
る
事
項

　

取
水
期
間
は
毎
年
四
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
と
し
、
そ
の
最
大
取
水
量
は
毎
秒
〇
・
〇
〇
九
立
方

メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

二　

点
検
及
び
整
備
に
関
す
る
事
項

三　

緊
急
事
態
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る
事
項

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
九
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
五
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
黒
沢
尻
用
水
路

土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
猫
田
第
二
頭
首
工
の
管
理
規
程
の
変
更
を
次
の
と
お
り
平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
五
日
認
可

し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
三
日

 

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

山　
　

田　
　

義　
　

輝　
　
　

　
　
　

猫
田
第
二
頭
首
工
管
理
規
程
（
変
更
概
要
）

一　

取
水
・
放
流
及
び
ゲ
ー
ト
の
操
作
に
関
す
る
事
項

１　

頭
首
工
地
点
に
お
け
る
河
川
の
水
位
は
、
常
時
Ｔ
・
Ｐ
・
五
十
七
・
〇
二
五
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。
た
だ
し
、

ゲ
ー
ト
操
作
に
よ
る
頭
首
工
の
水
位
は
Ｔ
・
Ｐ
・
五
十
七
・
五
二
五
メ
ー
ト
ル
を
上
限
と
す
る
。

　

２　

頭
首
工
地
点
か
ら
の
最
大
取
水
量
及
び
年
間
総
取
水
量
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　

四
月
二
十
一
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
毎
秒
一
・
八
七
七
立
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　

五
月
六
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
毎
秒
一
・
六
五
八
立
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　

九
月
一
日
か
ら
四
月
二
十
日
ま
で
毎
秒
〇
・
五
一
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　

年
間
総
取
水
量　

二
千
九
百
五
十
五
万
九
千
立
方
メ
ー
ト
ル

二　

点
検
及
び
整
備
に
関
す
る
事
項

三　

緊
急
事
態
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る
事
項

 
公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
三
日
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宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 
選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
号

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
六
月
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

　
　
　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
宮
選
管
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
二
の
二
身
体
障
害
者
療
護
施
設
杏
友
苑
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

身
体
障
害
者
療
護
施
設
不
忘
園　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石
市
大
鷹
沢
大
町
字
若
林
一
三
一

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
六
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。
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一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

多
賀
城
市
栄
一
丁
目
百
四
十
六
番
、
三
百
十
四
番
五
の

一
部
、
同
市
桜
木
三
丁
目
二
百
九
十
二
番
及
び
二
百
九
十

二
番
地
先
の
道

　

仙
台
市
宮
城
野
区
日
の
出
町
三
丁
目
七
番
三
十
三
号

エ
ム
・
ア
ー
ル
・
デ
ィ
ー
仙
台
株
式
会
社


